
　武田鉄工所のバイオマスバーナー「SBU-03」は、小麦のくずなど農業の収
穫にかかわる残渣（さ）をバーナーで燃やし、このとき発生する熱を交換器を
通して室内の暖房などに使える。2018年に旧タイプの「SBU-02」が中小企業
庁などから評価を受けて各賞を受賞しているが、今回はさらに改良を重ねて出
品した。
　燃料源となる残渣をカセット方式のバケットに乗せると、そのままバイオマス
バーナーに投入され、熱交換された温風が吹き出す仕組み。室内だけでなく、
豆類の選別、袋詰めなどといった農作業のハウスや建物内でも使うことができ
る。これまでは灯油式のジェットバーナーを利用するのが常で、「SBU-03」の
本格稼働によって大幅なコストダウンも見通せるようになる。
　独自に開発したポイントは数多くあり、なかでも回転炉の動作制御と送風技
術によって安定した燃焼を実現した。さらに燃料バケット、バーナー、熱交換器をユニット化したことで、
フォークリフトなどを使えば簡単に移動と設置ができる。改良するたびにユーザーからの声を集め、応えて
きた結果が結実したものといえる。
　農家にとっては、堆（たい）肥として使う以外に利用方法がない残渣を燃料源にできるところが大きなポ
イント。さらに脱炭素化によるカーボンニュートラル実現への道筋も見えてくることで、メリットは大きい。
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